






調
査
結
果
報
告

１　

調
査
事
件

　

河
川
管
理
状
況
調
査

　

２
年
連
続
で
発
生
し
た
一
級

河
川
新
川
の
決
壊
を
受
け
、
本

町
に
存
す
る
河
川
の
管
理
状
況

等
を
調
査
し
、
今
後
の
河
川
管

理
の
充
実
及
び
未
然
防
止
等
に

資
す
る
も
の
で
あ
る
。

２　

調
査
特
別
委
員
会
の
設
置

⑴ 

付
託
年
月
日

　

平
成
25
年
３
月
15
日

⑵
調
査
特
別
委
員
会
設
置

　

平
成
25
年
３
月
15
日

⑶ 
委
員
会
構
成

　

議
長
を
除
く
全
議
員
（
13
人
）

　

委
員
長　

渡
辺
元
道

　

副
委
員
長　

遠
藤　

実

⑷ 

調
査
期
限

　

平
成
26
年
３
月
定
例
会
終
了
迄

３　

調
査
事
項

⑴ 

宮
城
県
管
理
河
川

　

①
坪
沼
川
②
沢
戸
川
③
新
川

　

④
一
本
松
川
⑤
荒
川

⑵ 

村
田
町
管
理
河
川

　

①
関
場
川
②
沼
田
川

４　

調
査
の
経
過

第
１
回  

平
成
25
年
３
月
15
日

　

委
員
長
、
副
委
員
長
の
互
選

第
２
回　

 

平
成
25
年
６
月
６
日

　

委
員
会
運
営
に
関
す
る
協
議

第
３
回 　

平
成
25
年
６
月
21
日

　

調
査
河
川
（
菅
生
地
区
）
坪

沼
川
、
沢
戸
川

　

地
元
参
加
者
：
菅
生
自
治
振

興
協
議
会
会
長
、
菅
生
上
地
区

行
政
区
長
、
菅
生
下
地
区
行
政

区
長
、
ほ
か
地
元
住
民

第
４
回　

平
成
25
年
７
月
19
日

　

調
査
河
川
（
足
立
地
区
）
荒

川　
（
村
田
地
区
）
荒
川
、
一

本
松
川

説
明
員
：
建
設
課
長
、
同
総
括

主
査

地
元
参
加
者
：
足
立
西
地
区
行

政
区
長
、
本
町
地
区
行
政
区
長
、

荒
町
地
区
行
政
区
長
、
内
町
地

区
行
政
区
長
、
ほ
か
地
元
住
民

第
５
回　

平
成
25
年
10
月
28
日

　

調
査
河
川
（
小
泉
・
沼
辺
地

区
）
新
川

説
明
員
：
建
設
課
長
、
同
総
括

主
査

地
元
参
加
者
：
小
泉
中
地
区
行

政
区
長
、
小
泉
東
地
区
行
政
区

長
、
沼
辺
北
地
区
行
政
区
長
、

ほ
か
地
元
住
民

第
６
回　

平
成
25
年
１
月
25
日

　

調
査
河
川
（
関
場
地
区
）
関

場
川　
（
沼
田
地
区
）
沼
田
川

（
沼
辺
地
区
）
新
川
白
石
川
合

流
点

説
明
員
：
建
設
課
長
、
同
総
括

主
査

地
元
参
加
者
：
沼
辺
南
地
区
行

政
区
長
、
寄
井
地
区
行
政
区
長
、

関
場
地
区
行
政
区
長
、
沼
田
地

区
行
政
区
長
、
ほ
か
地
元
住
民

第
７
回　

平
成
26
年
１
月
31
日

　

調
査
内
容
：
宮
城
県
の
河
川

管
理
状
況
に
つ
い
て

村
田
町
の
河
川
管
理
状
況
に
つ

い
て

説
明
員
：
宮
城
県
大
河
原
土
木

事
務
所
河
川
砂
防
第
二
班
長

建
設
課
長
、
同
総
括
主
査

第
８
回　

平
成
26
年
２
月
18
日

　

調
査
結
果
報
告
書
内
容
協

議
・
採
決

５　

調
査
の
結
果

　

本
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
調
査
事
項
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

地
方
自
治
法
第
１
１
０
条
及

び
村
田
町
議
会
委
員
会
条
例
第

５
条
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ

れ
た
本
特
別
委
員
会
に
お
い
て

は
、
２
年
連
続
で
発
生
し
た
一

級
河
川
新
川
の
決
壊
を
受
け
、

本
町
に
存
す
る
河
川
の
管
理
状

況
等
を
調
査
し
、
今
後
の
河
川

管
理
の
充
実
及
び
未
然
防
止
等

に
資
す
る
た
め
実
施
し
た
。
調

査
に
あ
た
っ
て
は
、
第
３
回
か

ら
第
６
回
特
別
委
員
会
ま
で
合

計
４
回
に
わ
た
り
現
地
調
査
を

行
う
に
あ
た
り
、
行
政
区
長
を

は
じ
め
地
元
住
民
及
び
執
行
機

関
か
ら
町
内
河
川
の
現
状
報
告

を
受
け
、
さ
ら
に
第
７
回
特
別

委
員
会
で
は
宮
城
県
管
理
河
川

の
担
当
部
署
で
あ
る
大
河
原
土

木
事
務
所
か
ら
説
明
を
求
め
る

な
ど
、
調
査
に
あ
た
り
慎
重
を

期
し
た
。

（1）
宮
城
県
管
理
河
川

①
坪
沼
川

　

舘
大
橋
（
県
道
名
取
村
田
線
）

付
近
の
河
川
断
面
が
狭
小
で
あ

り
、
豪
雨
時
に
氾
濫
の
危
険
性

が
あ
り
早
急
な
河
川
改
修
が
必

要
で
あ
る
。
な
お
、
宮
城
県
で

は
平
成
24
年
６
月
に
溢
水
し
た

区
間
、
東
北
自
動
車
道
よ
り
上

流
域
約
７
０
０
ｍ
の
堆
積
土
砂

等
を
撤
去
し
、
河
道
断
面
の
確
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保
を
図
る
た
め
坪
沼
川
河
道
掘
削

工
事
を
平
成
25
年
度
に
実
施
し
維

持
管
理
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
平

成
26
年
度
以
降
予
定
事
業
と
し
て

坪
沼
川
河
川
改
修
事
業
を
計
画
し

て
い
る
。

②
沢
戸
川

　

菅
生
字
町
東
裏
地
内
の
県
道
名

取
村
田
線
を
横
断
す
る
付
近
は

河
川
勾
配
が
緩
く
、
土
砂
等
の
堆

積
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
蛇
行
し

て
お
り
一
部
法
面
の
欠
落
が
散
見

さ
れ
た
。
な
お
宮
城
県
で
は
堆
積

土
砂
等
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度

以
降
予
定
事
業
と
し
て
沢
戸
川
河

道
掘
削
工
事
を
計
画
し
て
い
る
ほ

か
、
一
部
法
面
の
欠
落
に
つ
い
て

は
、
河
川
災
害
復
旧
工
事
を
実
施

し
対
応
を
進
め
て
い
る
。

③
新
川

　

本
特
別
委
員
会
設
置
の
直
接
的

原
因
と
な
っ
た
、
平
成
24
年
６

月
の
台
風
に
よ
る
災
害
復
旧
等
の

対
応
と
し
て
、
河
川
災
害
復
旧
工

事
及
び
関
連
工
事
等
を
継
続
事
業

と
し
て
実
施
し
、
破
堤
箇
所
の
復

旧
と
河
道
断
面
（
流
水
断
面
）
の

拡
大
、
護
岸
設
置
に
よ
る
堤
防
強

化
と
耕
作
地
の
復
旧
等
の
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。（
荒
川
約

９
０
０
ｍ　

新
川
約
１
５
０
０

ｍ
）
な
お
、
事
業
進
捗
率
は
約

92
％
と
な
っ
て
お
り
、
残
り
の
約

８
％
は
耕
作
期
間
を
考
慮
し
平
成

26
年
11
月
よ
り
護
岸
残
工
事
再
開

の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
へ
の
住
民
説
明
会
も
開
催
さ

れ
て
い
る
。

　

河
川
災
害
関
連
工
事
上
流
端

よ
り
真
音
川
合
流
点
ま
で
の
約

１
７
０
０
ｍ
区
間
の
堆
積
土
砂
等

の
撤
去
が
実
施
さ
れ
河
道
断
面
の

確
保
を
図
っ
て
い
る
。

④
一
本
松
川

　

平
成
24
年
６
月
の
台
風
に
よ
る

溢
水
し
た
区
間
で
あ
り
、
宮
城
交

通
（
株
）
村
田
営
業
所
か
ら
の
上

流
域
、
約
４
０
０
ｍ
の
堆
積
土
砂

等
の
撤
去
が
実
施
さ
れ
河
道
断
面

の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

⑤
荒
川

・
荒
川
橋
下
流
か
ら
新
川
と
の
合

流
点
ま
で
の
約
１
１
０
０
ｍ
区
間

の
堆
積
土
砂
等
の
撤
去
が
実
施

さ
れ
河
道
断
面
の
確
保
を
図
っ
て

い
る
。
な
お
、
宮
城
県
で
は
平
成

26
年
度
以
降
事
業
と
し
て
、
Ｊ
Ａ

み
や
ぎ
仙
南
農
業
協
同
組
合
の

裏
側
か
ら
二
月
田
橋
ま
で
の
約

１
０
０
０
ｍ
区
間
の
堆
積
土
砂
等

の
撤
去
工
事
の
ほ
か
、
新
川
合
流

点
か
ら
上
流
（
中
原
の
県
道
と
の

接
合
部
）
ま
で
の
約
２
２
５
０
ｍ

区
間
で
護
岸
工
事
及
び
河
道
掘
削

工
事
を
計
画
し
て
い
る
。

・
村
田
字
下
河
原
地
内
に
お
け
る

応
急
処
理
箇
所
が
一
部
残
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
早
期
復
旧
実
施
が

必
要
な
状
況
に
あ
る
こ
と
、
ま
た

農
地
へ
の
越
水
対
策
の
実
施
（
堆

積
土
砂
等
の
撤
去
及
び
流
木
等
の

撤
去
）
と
村
田
大
堰
の
取
水
施
設

改
修
が
必
要
な
状
況
に
あ
る
。
ま

た
、
洪
水
時
の
農
業
用
取
水
施
設

操
作
の
改
善
策
を
講
ず
る
必
要
が

あ
る
。

・
元
関
場
地
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
洪
水
情
報
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
情

報
に
基
づ
く
、
町
民
へ
の
早
期
周

知
策
に
つ
い
て
及
び
速
や
か
な
水

防
活
動
へ
つ
な
げ
る
方
策
に
つ
い

て
、
更
な
る
向
上
の
余
地
が
あ
る

も
の
と
考
え
る
。

・
沼
辺
字
牡
丹
山
地
内
の
狭
隘
な

道
路
と
巻
橋
の
老
朽
化
に
伴
う
橋

梁
整
備
計
画
の
策
定
及
び
実
施
に

つ
い
て
、
早
期
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

・
白
石
川
と
の
合
流
箇
所
か
ら
上

流
域
の
環
境
整
備
（
樹
木
の
伐
採

処
理
・
耕
作
地
法
面
崩
落
箇
所
の

災
害
復
旧
工
事
等
の
実
施
）
に
つ

い
て
、
早
期
の
対
応
が
必
要
で
あ

る
。

（2）
村
田
町
管
理
河
川

①
関
場
川

・
堆
積
土
砂
等
の
撤
去
工
事
を
実

施
し
、
河
道
断
面
の
確
保
を
図
っ

て
い
る
。

②
沼
田
川

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
堆
積
土
砂

等
の
撤
去
工
事
を
実
施
し
、
河
道

断
面
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

６　

少
数
意
見
の
留
保　

な
し

７　

委
員
会
所
見

　

本
特
別
委
員
会
は
、
町
内
に
存

す
る
河
川
に
つ
い
て
現
地
調
査
を

主
眼
に
置
き
、
災
害
復
旧
状
況
及

び
維
持
管
理
状
況
等
の
現
状
調
査

を
実
施
し
た
。

　

宮
城
県
管
理
河
川
で
は
、
特
に

本
特
別
委
員
会
設
置
に
起
因
す
る

平
成
24
年
６
月
の
台
風
に
よ
る
新

川
の
河
川
災
害
復
旧
状
況
に
つ
い

て
、
破
堤
箇
所
の
復
旧
及
び
河
道

断
面
の
拡
大
、
護
岸
工
事
に
よ
る

堤
防
の
強
化
が
確
実
に
進
捗
し
て

い
る
状
況
が
確
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
の
宮
城
県
管
理
河
川
に

つ
い
て
も
、
大
河
原
土
木
事
務
所

管
内
に
お
け
る
河
川
管
理
等
に
か

か
る
予
算
の
う
ち
、
約
50
％
と
な

る
６
億
円
が
本
町
に
存
す
る
河
川

管
理
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
平
成

25
年
度
に
河
道
掘
削
工
事
や
護
岸

工
事
等
が
適
宜
実
施
さ
れ
て
い
る

状
況
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
平
成

25
年
度
以
降
も
河
川
改
修
事
業
等

（
事
業
費
：
約
15
億
円
か
ら
20
億

円
）
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

村
田
町
管
理
河
川
で
は
、
関
場

川
及
び
沼
田
川
で
堆
積
土
砂
等
の

撤
去
工
事
等
が
適
宜
実
施
さ
れ
、

河
道
断
面
の
確
保
を
図
っ
て
い
る

状
況
が
確
認
さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
住
民
か
ら
は

河
川
改
修
の
み
な
ら
ず
立
木
・
除

草
・
流
木
処
理
な
ど
の
要
望
や
課

題
も
あ
り
、
単
に
治
水
安
全
度
を

高
め
る
事
業
実
施
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
住
民
や
各
種
関
係
団
体

等
と
よ
り
一
層
の
情
報
共
有
に
努

め
る
ほ
か
、
安
全
安
心
な
生
活
基

盤
の
確
保
を
図
る
計
画
策
定
や
事

業
実
施
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
上
記
の
と
お
り
平
成
26
年

度
以
降
の
宮
城
県
管
理
河
川
の
事

業
に
お
い
て
は
、
事
業
の
確
実
な

実
施
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
執
行
部

か
ら
宮
城
県
に
対
し
引
き
続
き
要

請
に
努
め
ら
れ
た
い
。

現地調査風景（新川）

審査状況
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○
調
査
結
果

　

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
等

の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
、
利

用
者
の
希
望
を
尊
重
し
た
総
合
的

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
し

く
み
で
、
対
象
者
は
第
１
号
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
）
と
第
２
号
被

保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の

各
医
療
保
険
加
入
者
）
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
12
月
末
現
在
の
第
１

号
被
保
険
者
数
は
３
千
３
９
２

人
。
第
２
号
被
保
険
者
は
３
千
９

６
４
人
で
そ
の
合
計
は
７
千
３
５

６
人
。
町
民
の
約
６
割
が
介
護
保

険
制
度
の
加
入
者
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
12
月
末
現
在
の
要
介

護
・
要
支
援
の
認
定
者
数
は
５
７

６
人
で
あ
る
。

　

施
設
に
は
介
護
老
人
福
祉
施

設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

療
養
型
医
療
施
設
が
あ
り
、
施
設

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
経
過
措
置
期

間
が
終
了
し
平
成
21
年
４
月
以
降

は
要
介
護
と
認
定
さ
れ
た
方
の
み

が
利
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

要
介
護
者
の
増
加
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
多
様
化
に
よ
る
介
護
給
付

費
に
つ
い
て
は
平
成
12
年
の
創
設

当
初
は
約
４
億
円
で
あ
っ
た
が
、

平
成
25
年
で
は
10
億
円
を
超
え
る

と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

○
委
員
会
所
見

　

超
高
齢
化
社
会
が
目
前
に
迫
っ

て
い
る
。
高
齢
者
人
口
の
増
加
と

と
も
に
、
介
護
給
付
費
も
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
今
後

団
塊
の
世
代
が
第
１
号
被
保
険
者

と
な
れ
ば
更
な
る
介
護
給
付
費
の

増
加
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な

る
。

　

現
在
、
介
護
予
防
事
業
の
取
り

組
み
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
第

一
次
予
防
事
業
の
啓
発
事
業
や
地

域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
、
第

二
次
予
防
事
業
の
予
防
事
業
対
象

者
把
握
事
業
は
、
介
護
認
定
と
な

る
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者
の
把
握
及

び
意
識
改
革
に
よ
る
要
介
護
認
定

者
の
減
少
と
な
り
、
医
療
費
の
抑

制
さ
ら
に
は
介
護
給
付
費
の
抑
制

に
も
つ
な
が
る
。

　

要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活

が
続
け
ら
れ
る
体
制
の
整
備
に
努

め
る
と
と
も
に
、
在
宅
介
護
者
へ

の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会
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常任委員会

介護保険行政について

文化財保護行政／社会教育の振興について

○
調
査
結
果

１　

文
化
財
保
護
行
政
に
つ
い
て

　

先
人
の
残
し
た
貴
重
な
文
化
的

遺
産
を
受
け
継
ぎ
、
文
化
財
の
保

護
と
活
用
を
推
進
す
る
。

・
文
化
財
保
護
委
員
会

　

文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
審
議

す
る
た
め
、
年
２
回
開
催
。

・
埋
蔵
文
化
財
遺
跡
パ
ト
ロ
ー
ル

　

町
内
１
８
８
箇
所
の
遺
跡
か
ら

５
箇
所
を
選
定
し
て
、
現
状
を
調

査
し
県
教
育
委
員
会
へ
報
告
す
る
。

・
埋
蔵
文
化
財
の
工
事
立
会
・
確
認

調
査
・
発
掘
調
査

　

遺
跡
内
で
開
発
行
為
が
な
さ
れ

る
場
合
、
事
前
に
確
認
調
査
や
工

事
立
会
を
す
る
。
今
年
は
８
件
。

・
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

　

字
町
に
あ
る
土
蔵
な
ど
の
伝
統

的
建
造
物
に
つ
い
て
、
保
存
活
用

す
る
た
め
、
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
へ
の
選
定
を
目

指
し
て
い
る
。
審
議
会
と
説
明
会

を
開
催
し
た
。

２　

社
会
教
育
の
振
興
に
つ
い
て

　

生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
切
れ
目
の
な
い
学

習
機
会
を
提
供
し
、
社
会
教
育
活

動
の
環
境
の
充
実
を
図
る
。

・
家
庭
教
育
学
級

　

家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る
た
め
、

特
に
父
親
の
子
育
て
へ
の
意
識
啓

発
と
参
加
を
積
極
的
に
進
め
る
。

幼
稚
園
・
保
育
所
で
開
催
。

・
少
年
教
育
（
野
外
活
動
体
験
）

　

自
然
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
自

主
性
や
協
調
性
な
ど
を
育
む
と
と

も
に
参
加
者
同
士
の
交
流
を
図
る
。

小
学
生
及
び
保
護
者
を
対
象
に
年

４
回
開
催
。

○
委
員
会
所
見

　

文
化
財
保
護
行
政
に
つ
い
て
、

標
識
を
設
置
し
文
化
財
の
所
在
を

明
示
し
、
保
護
意
識
の
高
揚
を
図

る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
埋
蔵
文

化
財
、
特
に
県
内
第
３
位
の
規
模

で
あ
る
愛
宕
山
古
墳
の
環
境
整
備

を
行
い
、
散
策
路
等
遺
跡
公
園
と

し
て
保
存
す
べ
き
で
あ
る
。

　

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選

定
に
つ
い
て
は
、
区
域
の
決
定
及

び
保
存
計
画
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
、
関
係
住
民
の
理
解
を
得

る
べ
く
事
務
を
進
め
て
い
る
が
、

建
物
や
工
作
物
の
外
観
を
変
更
す

る
場
合
に
は
規
制
を
受
け
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、
慎
重
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
。

　

社
会
教
育
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
各
種
事
業
が
展
開
さ
れ
、
多

く
の
町
民
が
参
加
し
て
生
涯
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
対

象
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
学
習
機

会
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
ら
れ

た
い
。

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会



議 会 日 誌
2/ 3 宮城県議長会正副会長会議・理事会（仙台市）
2/ 4 宮城県南地域放射光施設誘致促進協議会設

立総会（丸森町）
2/ 5 宮城県後期高齢者医療広域連合会定例会

（仙台市）
2/ 6 宮城県都市計画審議会（仙台市）
2/10 村田小学校第6学年議会体験
2/12 仙南地域広域行政事務組合議会運営委員会・

全員協議会（大河原町）
2/14 宮城県議長会定期総会（仙台市）
2/18 第8回河川管理状況調査特別委員会
2/19 仙南･亘理地方町村議会議長会議（蔵王町）
2/20 仙南地域広域行政事務組合議会定例会

（大河原町）
2/21 仙南･亘理地方町村議会議員合同研修会

（仙台市）
2/26 みやぎ県南中核病院企業団議会運営委員会

（大河原町）
3/ 4 第１回村田町議会定例会本会議（１日目）
3/ 5 第１回村田町議会定例会本会議（２日目）・

予算審査特別委員会（１日目）
3/ 6 予算審査特別委員会（２日目）
3/ 7 予算審査特別委員会（３日目）
3/10 予算審査特別委員会（４日目）
3/11 予算審査特別委員会（５日目）・全員協議会・

議会運営委員会
3/12 予算審査特別委員会（６日目）

第１回村田町議会定例会本会議（３日目）
3/13 第１回村田町議会定例会本会議（４日目）
3/20 仙南議長会正副会長会議（大河原町）
3/25 宮城県議長会理事会（仙台市）
3/27 仙南地域広域行政事務組合議会臨時会

（大河原町）
4/ 7 議会広報編集審査特別委員会　

第１回全員協議会
4/15 議会広報編集審査特別委員会
4/18 議会広報編集審査特別委員会
4/23 仙南･亘理地方議会議長会議（大河原町）
4/24 産業建設教育常任委員会
4/28 総務民政常任委員会

発行・編集責任者
議　　長　斎藤万之亟
議会広報編集審査
特別委員会

委 員 長　太田　初美
副委員長　髙橋　　勝
委　　員　高橋　典久
委　　員　鈴木　保博
委　　員　遠藤　　実
委　　員　斎藤　道夫

■
今
年
は
全
国
各

地
で
予
想
以
上
の

大
雪
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で

わ
が
県
も
記
録
的

な
寒
さ
が
続
き
店

頭
で
は
灯
油
の
価

格
18
リ
ッ
ト
ル
が
12

週
連
続
で
値
上
が

り
し
、
１
千
８
百

円
台
と
な
り
昨
年

11
月
よ
り
２
百
円

以
上
も
値
上
が
り
し
ま
し
た
。

■
今
回
の
大
雪
は
、
子
ど
も
た
ち

の
通
学
路
す
べ
て
が
除
雪
で
き
ず

に
、
大
変
な
状
況
で
し
た
。

■
ま
た
、
郵
便
や
宅
配
を
す
る
人

も
除
雪
さ
れ
て
い
な
い
路
地
を
歩
い

て一軒
一軒
届
け
て
く
れ
、一通
の
便

り
に
も
人
知
れ
ぬ
苦
労
が
あ
る
こ

と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

■
よ
く
昔
か
ら
、
大
雪
の
年
は
豊

作
に
な
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
町
内
の
す
べ
て
の
農
作
物

の
豊
作
を
祈
り
た
い
も
の
で
す
。

議
会
広
報
編
集
審
査
特
別
委
員
会

委
員　

斎
藤　

道
夫
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村田小学校第６学年議会体験：平成 26 年２月 10 日

昨年12月　和泉信雄様から議場へ絵画を寄贈いただきました
　善意のご寄贈　誠にありがとうございました

『長岡大花火』　岩村俊郎氏　作

心うきうき入園式（村田幼稚園）

議会事務局職員の異動
４月１日付けで職員の異動がありました。今後ともよろしくお願いいたします。

新　主　査 大坂　妙子 （企画財政課主査）

前　主　査 鈴木　香伊 （健康福祉課主査）

議会事務局職員の異動


